


























が世田ヶ谷に地を卜して移転拡張を行ったのは、大正八年の事であるが、翁は の時、同憂 士 共に財団法人の基礎を造るべく、国士館の為めに将来計を
樹た
て、同十年遂に維持委員会の創立を見るに至




























































首と蘭図の写真が、それぞれ掲載された。この写真は、現在も大講堂に掲げられている野田筆の画賛である（写真） 。また、 顧問 卯太郎の名で 「国士館に関する希望」として「前途は遼遠ぢや、着々とや 事」と コメントを、記念号に寄せている。　
この頃の野田は、原内閣で逓信大臣の要職にあり、国



















円」の額は、一九一八（大正七）年に公布された「大学令」に基づき、国士舘大学の創設を意識したものであった。私立大学の設置には、 「大学令」第七条に基づき財産保有の義務があるほか、五〇万円以上の供託金を政府に支払うこととされ、その他の設備・施設の整備に係る経費を考えて 金額で ったと考えられる。 結局和田は、野田の仲介で柴田德次郎らと会合した後、博文館（現共同印刷社） 創設した出版界の名士である大橋新太郎とともに、多額の寄付をした。また、安田保善社（現安田不動産）を勧誘して、国士舘への資金援助を依頼したのである。野田は政治家としての名声を国士舘へ 支援に利用して、各政財界で活躍する名士に広く呼びかけ 資金面などの支援を募っていった。　
野田は、国士舘に大学の創設を夢みた。そこには、同

























娘タキノと結婚し、娘婿にあたる松野鶴平（参議院議長など歴任）や、 その息子の頼三（農林大臣など歴任）も、国士舘大学の発展に欠くこと できない最 の支援者であることは偶然ではない。
